
(57)【要約】

【課題】複数の緊急通報システムを設置している場合に

、それぞれの緊急通信システムに接続されている電話を

監視して、遠隔にある空き回線があるとき、その空き回

線を利用して緊急情報システムを働かせる、緊急情報シ

ステムにおける、電話回線の有効利用システムを提供す

る。

【解決手段】緊急情報システムにおける、電話回線の有

効利用システムとして、広域ネットワーク網内に、電話

回線に接続された緊急通信システムを複数配置し、緊急

通信システムに関連して回線管理ソフトウエアをそれぞ

れ設置し、１つの緊急通信システムの回線管理ソフトウ

エアにより広域ネットワーク網を介して他の緊急通信シ

ステムの他の回線管理ソフトウエアに対して他の緊急通

信システムに接続された電話回線の空き状況を検索する

要求を出し、他の回線管理ソフトウエアが電話回線の空

きを検出したときは、空きの電話回線を用いて広域ネッ

トワーク網を介して緊急通信を行う。また、ＰＢＸ同士

を接続している回線を利用して同様に緊急通信を行う。

【選択図】　図１

JP 2005-294937 A 2005.10.20



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 内 に 、 電 話 回 線 に 接 続 さ れ た 緊 急 通 信 シ ス テ ム を 複 数 配 置 し 、 該 緊
急 通 信 シ ス テ ム に 関 連 し て 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア を 設 置 し 、 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 回 線 管 理
ソ フ ト ウ エ ア に よ り 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 を 介 し て 他 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 他 の 回 線 管 理 ソ
フ ト ウ エ ア に 対 し て 他 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム に 接 続 さ れ た 電 話 回 線 の 空 き 状 況 を 検 索 す る 要
求 を 出 し 、 該 他 の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア が 電 話 回 線 の 空 き を 検 出 し た と き は 、 該 空 き の 電
話 回 線 を 用 い て 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 を 介 し て 緊 急 通 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 緊 急 情 報 シ
ス テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム に お い て 、 緊
急 通 信 シ ス テ ム に 直 接 接 続 さ れ て い る 電 話 回 線 の 空 き 状 況 を 検 索 し て 、 空 き を 検 出 し た と
き は 、 空 き の 電 話 回 線 を 用 い て 緊 急 通 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け
る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ ま た は ２ 記 載 の 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム に お
い て 、 １ つ の 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア に よ り 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 を 介 し
て 他 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 他 の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア に 対 し て 他 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム に 接
続 さ れ た 電 話 回 線 の 割 り 当 て 解 除 の 要 求 を 出 し 、 該 他 の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア が 解 除 要 求
の 電 話 回 線 を 検 出 し た と き は 、 電 話 回 線 を 空 き 状 態 に す る こ と を 特 徴 と す る 緊 急 情 報 シ ス
テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ４ 】
　 電 話 回 線 に 接 続 さ れ た 緊 急 通 信 シ ス テ ム を 配 置 し 、 該 緊 急 通 信 シ ス テ ム に 接 続 さ れ た Ｐ
Ｂ Ｘ に 関 連 し て 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア を 設 置 し 、 該 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア に よ り 該 Ｐ Ｂ Ｘ
に 接 続 さ れ た 他 の Ｐ Ｂ Ｘ に 対 し て 電 話 回 線 の 空 き 状 況 を 検 索 す る 要 求 を 出 し 、 電 話 回 線 の
空 き を 検 出 し た と き は 、 該 空 き の 電 話 回 線 を 用 い て 緊 急 通 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 緊 急
情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム に お い て 、 Ｐ
Ｂ Ｘ に 直 接 接 続 さ れ て い る 電 話 回 線 の 空 き 状 況 を 検 索 し て 、 空 き を 検 出 し た と き は 、 空 き
の 電 話 回 線 を 用 い て 緊 急 通 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電 話 回
線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム 。
       
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 遠 隔 の 場 所 に あ る 電 話 回 線 を 有 効 利 用 す る シ ス テ ム に 関 す る も の で あ り 、 特
に 、 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 火 災 や 地 震 等 の 緊 急 事 態 を 公 衆 回 線 を 利 用 し て 受 信 し 、 予 め 登 録 し て あ る 関 係 者 （ 社 員
や 家 族 ） に 公 衆 回 線 を 利 用 し て 一 斉 に 通 報 す る 緊 急 通 報 シ ス テ ム が 特 開 平 ２ ０ ０ ４ － ４ ０
６ ９ １ 号 公 報 に 提 案 さ れ て い る 。 ま た 、 こ の 緊 急 通 報 シ ス テ ム で は 、 予 め 安 否 の 確 認 に 対
し て 登 録 し て い る 人 に 対 し て 、 安 否 確 認 の 情 報 を 伝 え る よ う に な っ て お り 、 さ ら に 災 害 地
に い る 人 や 遠 隔 地 の 関 係 者 か ら の 伝 言 を 登 録 し 、 ま た 再 生 す る よ う に な っ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ４ ０ ６ ９ １ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 特 開 平 ２ ０ ０ ４ － ４ ０ ６ ９ １ 号 公 報 に 提 案 さ れ て い る 緊 急 通 報 シ ス テ ム で は 、 緊 急 通 報
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シ ス テ ム に 繋 が っ た 電 話 回 線 し か 利 用 で き な い 。 こ の た め 、 同 様 の 緊 急 通 報 シ ス テ ム を 遠
隔 地 に 設 置 し た 場 合 で は 、 そ れ ぞ れ に 繋 が っ た 電 話 回 線 か ら し か 通 報 す る こ と が で き な か
っ た た め 、 電 話 回 線 数 が 多 く 必 要 で あ っ た 。 ま た 、 緊 急 通 報 す る 場 合 に は 、 広 域 地 震 の と
き な ど で は 、 短 時 間 で 通 報 を 行 い 、 通 報 を 終 了 さ せ な け れ ば な ら な い 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 し た が っ て 、 本 発 明 の 目 的 は 、 複 数 の 緊 急 通 報 シ ス テ ム を 設 置 し て い る 場 合 に 、 そ れ ぞ
れ の 緊 急 通 信 シ ス テ ム に 接 続 さ れ て い る 電 話 を 監 視 し て 、 遠 隔 に あ る 空 き 回 線 が あ る と き
、 そ の 空 き 回 線 を 利 用 し て 緊 急 情 報 シ ス テ ム を 働 か せ る 、 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電
話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 本 発 明 の 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム は 、 広 域 ネ ッ ト ワ ー
ク 網 内 に 、 電 話 回 線 に 接 続 さ れ た 緊 急 通 信 シ ス テ ム を 複 数 配 置 し 、 該 緊 急 通 信 シ ス テ ム に
関 連 し て 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア を そ れ ぞ れ 設 置 し 、 １ つ の 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 回 線 管 理 ソ
フ ト ウ エ ア に よ り 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 を 介 し て 他 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 他 の 回 線 管 理 ソ フ
ト ウ エ ア に 対 し て 他 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム に 接 続 さ れ た 電 話 回 線 の 空 き 状 況 を 検 索 す る 要 求
を 出 し 、 該 他 の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア が 電 話 回 線 の 空 き を 検 出 し た と き は 、 該 空 き の 電 話
回 線 を 用 い て 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 を 介 し て 緊 急 通 信 を 行 う こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム は 、 前 述 の 構
成 に 加 え て 、 １ つ の 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア に よ り 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網
を 介 し て 他 の 緊 急 通 信 シ ス テ ム の 他 の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア に 対 し て 他 の 緊 急 通 信 シ ス テ
ム に 接 続 さ れ た 電 話 回 線 の 割 り 当 て 解 除 の 要 求 を 出 し 、 該 他 の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア が 解
除 要 求 の 電 話 回 線 を 検 出 し た と き は 、 電 話 回 線 を 空 き 状 態 に す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 複 数 の 緊 急 通 報 シ ス テ ム を 設 置 し て い る 場 合 に 、 そ れ ぞ れ の 緊 急 通 信
シ ス テ ム に 接 続 さ れ て い る 電 話 を 監 視 し て 、 遠 隔 に あ る 空 き 回 線 が あ る と き 、 そ の 空 き 回
線 を 利 用 し て 緊 急 情 報 シ ス テ ム を 働 か せ る 、 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効
利 用 シ ス テ ム が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の た め 、 例 え ば 、 ２ つ の 緊 急 通 報 シ ス テ ム が Ｗ Ａ Ｎ （ 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク ） や Ｐ Ｂ Ｘ 同
士 が 接 続 さ れ て い る 場 合 に は 、 電 話 回 線 を ２ 分 の 1に 減 ら せ る こ と が で き る た め 、 毎 月 の
基 本 料 金 が 安 く な る だ け で な く 、 複 数 の 場 所 か ら 電 話 を か け る こ と が で き る た め 、 例 え ば
広 域 地 震 等 の 災 害 の 際 に 、 多 発 す る 電 話 の 輻 輳 に 影 響 を 受 け に く い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 、 Ｐ Ｂ Ｘ を 利 用 す る 場 合 と 、 Ｐ Ｃ サ ー バ を 直 接 接 続 す る Ｗ Ａ Ｎ を 利 用 す る 場 合
の ２ 通 り の ネ ッ ト ワ ー ク 構 成 を 利 用 で き る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 緊 急 情 報 シ ス テ ム に お け る 、 電 話 回 線 の 有 効 利 用 シ ス テ ム を 図 面 を 参 照
し て 説 明 す る 。 図 １ は 、 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 を 含 む シ ス テ ム 全 体 を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で
あ り 、 図 ２ は 、 Ｐ Ｂ Ｘ 同 士 の 接 続 回 線 を 含 む シ ス テ ム 全 体 を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、
図 ３ は 、 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 で 用 い る 本 発 明 の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア を 含 む シ ス テ ム の 概
略 ブ ロ ッ ク で あ り 、 図 ４ は 、 図 ３ の 回 線 管 理 シ ス テ ム の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ り 、 図 ５ は 、
Ｐ Ｂ Ｘ 同 士 の 接 続 回 線 を 利 用 す る 本 発 明 の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア を 含 む シ ス テ ム の 概 略 ブ
ロ ッ ク で あ り 、 図 ６ は 、 図 ５ の 回 線 管 理 シ ス テ ム の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 １ を 参 照 す る と 、 前 述 の 特 開 ２ ０ ０ ４ － ４ ０ ６ ９ １ 号 公 報 で 提 案 さ れ て い る 緊 急 通 信

10

20

30

40

50

(3) JP 2005-294937 A 2005.10.20



シ ス テ ム の 機 能 を 備 え た 複 数 の エ マ ー ジ ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ ー （ 実 施 例 で は 、 ２ つ の エ
マ ー ジ ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ ー １ ， ２ ） （ 以 下 、 単 に サ ー バ ー １ ， ２ と い う ） が 広 域 ネ ッ
ト ワ ー ク 網 １ ２ 内 に 設 け ら れ て い る 。 こ れ ら ２ つ の サ ー バ ー １ ， ２ に 対 し て 、 本 発 明 の 緊
急 情 報 シ ス テ ム の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア １ ０ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ て い る 。 サ ー バ ー の 緊 急
通 信 シ ス テ ム を 働 か せ て 緊 急 通 信 を 行 う 際 、 例 え ば 、 サ ー バ ー １ か ら の 緊 急 通 信 を 行 う 際
に サ ー バ ー １ に 接 続 さ れ て い る 電 話 回 線 の 数 に 限 り が あ る た め 、 多 数 の 電 話 回 線 を 同 時 に
使 用 す る 緊 急 通 信 の 際 に は 、 電 話 回 線 が 不 足 す る こ と が あ る 。 こ の よ う な と き に 、 本 発 明
で は 、 サ ー バ ー １ に 関 連 し て 設 置 さ れ た 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア １ ０ か ら 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク
網 １ ２ を 通 し て 、 遠 隔 の サ ー バ ー ２ に 関 連 し て 設 け ら れ た 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア １ ０ に よ
り サ ー バ ー ２ に 接 続 さ れ て い る 電 話 回 線 の 空 き を 調 べ て 、 空 い た 電 話 回 線 を 利 用 し て 緊 急
通 信 を 行 う 。 な お 、 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア の 構 成 と 動 作 は 、 図 ３ お よ び 図 ４ を 参 照 し て 後
述 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ２ に お い て 、 Ｐ Ｂ Ｘ 同 士 が 回 線 １ ４ で 接 続 さ れ て い る の を 利 用 し て 、 前 述 と 同 様 に 、
一 方 の Ｐ Ｂ Ｘ に 接 続 さ れ て い る 電 話 回 線 が 緊 急 通 信 の 際 に 不 足 す る 場 合 に は 、 他 方 の Ｐ Ｂ
Ｘ に 接 続 さ れ て い る 電 話 回 線 の 空 き を 調 べ て 、 空 い た 電 話 回 線 を 利 用 し て 緊 急 通 信 を 行 う
。 こ こ で 用 い ら れ る 回 線 管 理 ソ フ ト の 構 成 と 動 作 は 、 図 ５ お よ び 図 ６ を 参 照 し て 後 述 す る
。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ３ に お い て 、 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア １ ０ は 、 サ ー バ ー に 設 け ら れ た 緊 急 通 信 シ ス テ ム
（ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ） １ ６ に 接 続 さ れ て い る 。 ア プ リ ケ ー シ ョ ン １ ６ か ら 電 話 回 線 の 空 き
を 調 べ る 等 の 要 求 が 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア １ ０ に 出 さ れ 、 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア １ ０ は 、
サ ー バ ー に 直 接 接 続 さ れ て い る 電 話 回 線 と 、 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 を 介 し て 接 続 さ れ て い る
他 の サ ー バ ー に 接 続 さ れ て い る 電 話 回 線 の 空 き 等 を 調 べ 、 そ の 結 果 を 要 求 を 出 し た サ ー バ
ー に 返 す 。 こ の 調 査 の 結 果 、 電 話 回 線 に 空 き が あ れ ば 、 そ の 空 い た 電 話 回 線 を 用 い て サ ー
バ ー は 緊 急 通 信 情 報 を 流 す 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ４ に お い て 、 回 線 の 収 容 マ シ ン 情 報 （ 設 定 情 報 ） の 取 り 込 み の イ ニ シ ャ ル 処 理 を 行 う
（ ス テ ッ プ Ｓ １ ） 。 次 に 、 設 定 情 報 か ら 、 各 マ シ ン の 回 線 最 大 数 や 、 回 線 属 性 （ 送 信 、 受
信 、 送 受 信 、 未 使 用 ） 、 利 用 優 先 順 位 、 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 （ Ｉ Ｐ ア ド レ ス 、 サ ー ビ ス ポ ー
ト ） を 管 理 情 報 と し て 配 置 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ の 状 態 で 、 外 部 （ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ） か ら の 緊 急 通 信 を 行 う 際 の 回 線 割 り 当 て 要 求 ま
た は 緊 急 通 信 終 了 後 の 割 り 当 て 解 除 要 求 が く る の を 待 つ （ ス テ ッ プ Ｓ ３ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 回 線 割 り 当 て 要 求 が き た 場 合 に は 、 要 求 を 解 析 す る （ 同 一 マ シ ン ： ロ ー カ ル か ら 他 の マ
シ ン ： リ モ ー ト か ら か を 解 析 す る ） （ ス テ ッ プ Ｓ ４ ） 。 次 に 、 ロ ー カ ル マ シ ン の 回 線 情 報
か ら 回 線 利 用 割 り 当 て が 可 能 な 回 線 を 属 性 や 優 先 順 位 を 考 慮 し て 探 す （ ス テ ッ プ Ｓ ５ ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 検 索 結 果 を 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｓ ６ ） 、 見 つ か っ た 場 合 、 回 線 を 利 用 状 態 に す る （ ス テ ッ
プ Ｓ ７ ） と 共 に 、 回 線 あ り （ 使 用 可 能 な 回 線 が 空 い て い る ） を 要 求 送 信 元 へ 結 果 と し て 返
す （ ス テ ッ プ Ｓ ８ ）
　 こ の 結 果 を 受 け 取 っ た 要 求 元 の サ ー バ ー （ ア プ リ ケ ー シ ョ ン ） は 、 そ の 利 用 可 能 な 空 き
の 回 線 を 用 い て 緊 急 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 一 方 、 ス テ ッ プ Ｓ ６ の 検 索 結 果 、 見 つ か ら な か っ た 場 合 に は 当 該 回 線 な し を 要 求 送 信 元
へ 結 果 と し て 返 す （ ス テ ッ プ Ｓ ９ ）
　 前 述 の ス テ ッ プ Ｓ ３ で 、 緊 急 通 信 を 行 う 際 の 回 線 割 り 当 て 要 求 ま た は 緊 急 通 信 終 了 後 の
割 り 当 て 解 除 要 求 が く る の を 待 っ て い る と き 、 回 線 割 り 当 て 解 除 要 求 が き た 場 合 に は 、 要
求 を 解 析 す る （ 同 一 マ シ ン ： ロ ー カ ル か ら 他 の マ シ ン ： リ モ ー ト か ら か を 解 析 す る ） （ ス
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テ ッ プ Ｓ １ ０ ） 。 次 に 、 ロ ー カ ル マ シ ン の 回 線 情 報 か ら 回 線 利 用 中 の 割 り 当 て 解 除 要 求 の
回 線 で あ る 情 報 を 探 す （ ス テ ッ プ Ｓ １ １ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 検 索 結 果 を 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｓ １ ２ ） 、 見 つ か っ た 場 合 に は 、 回 線 を 空 き 状 態 に し （ ス
テ ッ プ Ｓ １ ３ ） 、 当 該 回 線 あ り を 要 求 送 信 元 へ 結 果 と し て 返 す （ ス テ ッ プ Ｓ １ ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 見 つ か ら な か っ た 場 合 に は 、 当 該 回 線 あ り を 要 求 送 信 元 へ 結 果 と し て 返 す （ ス テ
ッ プ Ｓ １ ５ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 次 に 、 図 ５ を 参 照 す る と 、 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア ２ ０ は 、 サ ー バ ー に 設 け ら れ た Ｐ Ｂ Ｘ
に 接 続 さ れ て い る 。 Ｅ Ｍ Ｃ サ ー バ ー （ エ マ － ジ ェ ン シ ー コ ー ル サ ー バ ） （ 以 下 、 サ ー バ ー
と い う ） か ら 電 話 回 線 の 空 き を 調 べ る 等 の 要 求 が 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア ２ ０ に 出 さ れ 、 回
線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア ２ ０ は 、 Ｐ Ｂ Ｘ に 直 接 接 続 さ れ て い る 電 話 回 線 と 、 Ｐ Ｂ Ｘ 同 士 で 接 続
さ れ て い る 他 の Ｐ Ｂ Ｘ に 接 続 さ れ て い る 電 話 回 線 の 空 き 等 を 調 べ 、 電 話 回 線 に 空 き が あ れ
ば 、 そ の 空 い た 電 話 回 線 を 用 い て サ ー バ ー は 緊 急 通 信 情 報 を 流 す 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 ６ に お い て 、 回 線 の 収 容 マ シ ン 情 報 （ 設 定 情 報 ） の 取 り 込 み の イ ニ シ ャ ル 処 理 を 行 う
（ ス テ ッ プ Ｓ ２ １ ） 。 次 に 、 設 定 情 報 か ら 、 各 Ｐ Ｂ Ｘ へ の 接 続 設 定 な ど の 管 理 情 報 を 取 得
す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 Ｅ Ｍ Ｃ が 繋 が っ て い る 回 線 か ら プ ッ シ ュ ト ー ン の 「 ０ 」 を 受 け 取 り （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ ）
、 そ の 後 、 回 線 割 り 当 て 要 求 が き た 場 合 、 自 Ｐ Ｂ Ｘ か ら 空 き 回 線 を 探 す （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ４
） 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 そ の 検 査 結 果 を 判 断 し て （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ５ ） 、 見 つ か っ た 場 合 に は 、 回 線 を 利 用 中 の 状
態 に し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ６ ） 、 回 線 を 取 得 す る （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ７ ） 。 取 得 し た 回 線 を 用 い て
、 緊 急 通 信 を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 自 Ｐ Ｂ Ｘ に 空 き 回 線 が 見 つ か ら な か っ た 場 合 に は 、 他 の Ｐ Ｂ Ｘ は 接 続 さ れ て い る か 否 か
を 判 断 し （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ８ ） 、 な い 場 合 に は 、 ト ラ ン ク ・ ビ ジ ー で あ り （ ス テ ッ プ Ｓ ２ ９
） 、 再 び 、 ス テ ッ プ Ｓ ２ ３ に 戻 る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 一 方 、 他 の Ｐ Ｂ Ｘ は 接 続 さ れ て い る 場 合 に は 、 他 の Ｐ Ｂ Ｘ に 信 号 を 送 る （ ス テ ッ プ Ｓ ３
０ ） 。 そ し て 、 他 の Ｐ Ｂ Ｘ で 空 き 回 線 を 調 べ 、 空 き 回 線 が あ れ ば 、 回 線 を 利 用 状 態 に し 、
回 線 を 取 得 し て 、 緊 急 通 信 に 用 い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 を 含 む シ ス テ ム 全 体 を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 Ｐ Ｂ Ｘ 同 士 の 接 続 回 線 を 含 む シ ス テ ム 全 体 を 示 す 概 略 ブ ロ ッ ク 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網 で 用 い る 本 発 明 の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア を 含 む シ ス テ ム の 概
略 ブ ロ ッ ク で あ る 。
【 図 ４ 】 回 線 管 理 シ ス テ ム の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 図 ５ 】 Ｐ Ｂ Ｘ 同 士 の 接 続 回 線 を 用 い る 本 発 明 の 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア を 含 む シ ス テ ム の
概 略 ブ ロ ッ ク で あ る 。
【 図 ６ 】 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア の フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
１ ０ 　 　 回 線 管 理 ソ フ ト ウ エ ア
１ ２ 　 　 広 域 ネ ッ ト ワ ー ク 網
１ ４ 　 　 Ｐ Ｂ Ｘ 同 士 を 接 続 す る 回 線
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】
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